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８月 13 日（日）第 44 回「万燈供養会」ろうそくまつりが開催されました。
多くの観光客・参拝客がろうそくまつりに訪れ、受け取ったろうそく１本１本に
火を灯し、参道へろうそくを立て、手を合わせていました。
一の橋から奥之院まで約２ｋｍの参道の両側には約 10 万本のろうそくの火が灯さ
れ、ゆらめく炎とその明かりに照らされた墓石群や杉木立で参道は、とても幻想的
な雰囲気に包まれました。

ろうそくまつり　万燈供養会
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奥
之
院
に
は
多
く
の
大
名
墓
が
あ
る
こ
と
は
よ
く
知
ら
れ
て

い
ま
す
が
、
そ
の
中
の
一
つ
に
井
伊
直
政
の
墓
所
が
あ
り
ま
す
。

井
伊
直
政
（
１
５
６
１
―
１
６
０
２
）
と
は
、
現
在
放
映
中
の

大
河
ド
ラ
マ
の
井
伊
直
虎
の
養
子
で
あ
り
、
徳
川
三
傑
や
徳
川

四
天
王
に
数
え
ら
れ
、
初
代
彦
根
藩
主
と
な
っ
た
人
物
で
す
。

井
伊
直
政
の
墓
所
は
、
奥
之
院
の
一
の
橋
か
ら
中
の
橋
の
中
間

付
近
、
伊
達
政
宗
墓
所
と
参
道
を
挟
ん
で
反
対
側
の
津
軽
家
墓

所
近
く
の
「
井
伊
掃か

も
ん
の
か
み

部
頭
墓
所
」
と
表
示
さ
れ
た
墓
所
内
に
あ

り
ま
す
。
こ
こ
に
は
1
棟
の
霊
屋
と
多
く
の
石
塔
が
存
在
し
ま

す
。
こ
の
霊
屋
の
前
面
の
卒
塔
婆
形
の
壁
材
に
は
、
四
十
九
院

の
銘
に
続
き
「
為
泰
安
大
居
士
」
と
直
政
の
戒
名
が
あ
る
た
め
、

こ
の
霊
屋
が
直
政
の
墓
所
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

霊
屋
が
建
て
ら
れ
た
時
期
に
つ
い
て
は
、
江
戸
時
代
の
古
絵

図
等
が
参
考
に
な
り
ま
す
。
宝
永
4
年
（
１
７
０
７
）
の
古
絵

図
に
は
井
伊
掃
部
頭
（「
井
伊
掃
部
頭
」
と
は
、
特
定
の
人
物

の
こ
と
で
は
な
く
、
彦
根
藩
主
の
井
伊
家
の
こ
と
を
井
伊
掃
部

頭
家
と
も
呼
ぶ
こ
と
か
ら
、
彦
根
藩
主
の
井
伊
家
の
墓
所
を
示

し
た
も
の
だ
と
思
わ
れ
ま
す
。）
の
墓
所
は
2
ヶ
所
描
か
れ
て

い
ま
す
。
一
つ
は
津
軽
家
墓
所
付
近
に
あ
り
、
2
棟
の
霊
屋
と

複
数
の
石
塔
が
描
か
れ
、
も
う
一
つ
は
上
杉
家
墓
所
の
西
方
に

あ
り
、
1
棟
の
霊
屋
と
石
塔
が
描
か
れ
て
い
ま
す
。
直
政
の
霊

屋
は
、
津
軽
家
墓
所
付
近
に
描
か
れ
た
2
棟
の
霊
屋
の
う
ち
の

一
つ
で
あ
り
、
少
な
く
と
も
１
７
０
７
年
の
時
点
に
は
存
在
し

て
い
た
こ
と
が
分
か
り
ま
す
。

井
伊
家
の
墓
所
内
に
は
、
初
代
藩
主
で
あ
る
直
政
の
他
、
幕

府
の
大
老
と
し
て
幕
末
に
活
躍
し
桜
田
門
外
の
変
で

暗
殺
さ
れ
た
井
伊
直
弼
（
１
８
１
５
―
１
８
６
０
）

の
石
塔
等
が
見
ら
れ
ま
す
。
そ
の
他
の
石
塔
も
数
多

く
残
っ
て
い
ま
す
が
、
こ
れ
ら
墓
所
内
の
多
く
の
石

塔
に
つ
い
て
は
、
現
在
教
育
委
員
会
で
進
め
て
い
る

大
名
墓
総
合
調
査
事
業
で
次
第
に
明
ら
か
と
な
っ
て

い
く
こ
と
で
し
ょ
う
。

10
月
20
日
　御

逮
夜
ナ
イ
ト
ウ
ォ
ー
ク

10
月
21
日
　
報
恩
高
野
市

10
月
22
日
　
高
野
七
口
女
人
道
と

高
野
七
弁
天
巡
り

　
10
月
22
日
　カラ

オ
ケ
祭
り
in
高
野
山

こ
の
コ
ー
ナ
ー
で
は
、
町
民
の
皆
様
か
ら
の
俳

句
・
川
柳
な
ど
を
掲
載
い
た
し
ま
す
。
ふ
る
っ

て
ご
参
加
く
だ
さ
い
。
掲
載
希
望
の
方
は
企
画

公
室
企
画
広
報
係（
☎
56
︱
２
９
３
２
）ま
で
！

近
隣
の
大
人
六
人
地
蔵
盆
　
　
　
　
　
　

岡
本
　
澄
美
子

ほ
ほ
笑
み
し
遺
影
に
添
り
て
白
桔
梗
　
　

松
岡
　
智
美

稲
掛
け
を
孫
も
手
伝
う
青
天
下
　
　
　
　

大
谷
　
恵
子

秋
浅
し
田
の
面
を
渡
る
富
貴
の
風
　
　
　

宮
前
　
賀
代
子

ひ
っ
そ
り
と
一
輪
差
し
に
水
引
草
　
　
　

中
垣
内
　
啓
子

10月の主な行事

今
月
の
俳
句
（
富
貴
俳
句
会
）

井い

伊い

直な
お

政ま
さ

霊た
ま

屋や

（
高
野
山
）
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古絵図（宝永４年）

直政戒名井伊直政霊屋



ラ
イ
フ
サ
イ
ク
ル
コ
ス
ト（
Ｌ
Ｃ
Ｃ
）と
は
、
施
設
（
建
物
）
を
建
設
し

て
、
使
用
し
、
建
て
替
え
や
解
体
ま
で
の
施
設
の
生
涯
に
必
要
な
総
費
用

の
こ
と
で
す
。
こ
の
う
ち
初
期
投
資
と
な
る
企
画
・
設
計
費
、
建
設
費
等

を
「
イ
ニ
シ
ャ
ル
コ
ス
ト
」
と
言
い
ま
す
。
公
共
施
設
を
安
心
安
全
に
お

使
い
い
た
だ
く
た
め
に
、
修
繕
や
補
修
に
係
る
経
費
を
維
持
管
理
費
と
言

い
、
光
熱
水
費
を
含
め
た
費
用
の
こ
と
を
「
ラ
ン
ニ
ン
グ
コ
ス
ト
」
と
言

い
ま
す
。

「
イ
ニ
シ
ャ
ル
コ
ス
ト
」
は
、
施
設
の
建
設
時
に
必
要
な
費
用
で
あ
り
、

そ
れ
に
比
べ
「
ラ
ン
ニ
ン
グ
コ
ス
ト
」
は
言
い
換
え
る
と
、
施
設
が
存
在

す
る
限
り
必
要
と
な
る
費
用
の
こ
と
で
す
。
施
設
は
、
建
設
か
ら
長
い
も

の
で
50
～
60
年
近
く
存
在
し
続
け
る
も
の
も
あ
り
ま
す
。
つ
ま
り
長
期
間

に
渡
っ
て
、
費
用
を
捻
出
し
、
安
心
安
全
に
使
用
で
き
る
よ
う
維
持
管
理

費
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

し
か
し
、
本
町
を
は
じ
め
地
方
自
治
体
を
取
り
巻
く
財
政
状
況
は
、
非

常
に
厳
し
い
状
況
と
な
っ
て
い
ま
す
。
今
後
は
、
施
設
の
「
ラ
ン
ニ
ン
グ

コ
ス
ト
」
に
か
け
る
お
金
の
工
面
は
、
現
在
に
お
い
て
も
厳
し
い
状
況
で

す
が
、
今
後
さ
ら
に
厳
し
く
な
る
こ
と
が
考
え
ら
れ
ま
す
。
そ
の
た
め
、

老
朽
化
な
ど
に
よ
り
維
持
管
理
費
に
多
額
の
費
用
が
か
か
る
施
設
や
利
用

者
が
極
め
て
少
な
い
施
設
に
つ
い
て
は
、
統
廃
合
等
を
検
討
し
、「
ラ
ン

ニ
ン
グ
コ
ス
ト
」
の
縮
減
・
削
減
を
検
討
し
て
い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

本
町
で
は
、
施
設
の
将
来
の
あ
り
方
を
住
民
の
皆
様
と
と
も
に
考
え
る
公

共
施
設
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
を
、
積
極
的
に
推
進
し
て
い
く
こ
と
と
し
て
い
ま

す
。本

コ
ラ
ム
を
通
じ
て
、町
民
の
皆
様
に
公
共
施
設
等
の
現
状
を
報
告
し
、

幅
広
く
皆
様
か
ら
、
ご
意
見
を
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
次
回
コ
ラ

ム
で
は
、「
公
共
施
設
の
利
活
用
の
事
例
」
に
つ
い
て
、報
告
い
た
し
ま
す
。

【
問
い
合
わ
せ
】
総
務
課  

庶
務
係  �

☎
０
７
３
６
︱
56
︱
３
０
０
０

ＦＡＸ
０
７
３
６
︱
56
︱
４
７
４
５

M
ail

：soum
u@

tow
n.koya.w

akayam
a.jp

ご
存
知
で
す
か
？

公
共
施
設
に
つ
い
て

ラ
イ
フ
サ
イ
ク
ル
コ
ス
ト（
Ｌ
Ｃ
Ｃ
）と
は
？

コ ラ ム
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か
つ
て
、
高
野
山
で
僧
侶
と
し
て
真
言
教
学
を
学
ぶ

者
は
、
得
度
の
他
に
交

き
ょ
う
し
ゅ
う衆

届
け
を
提
出
し
て
学
侶
と
し

て
の
仲
間
入
り
を
果
た
す
必
要
が
あ
り
ま
し
た
。
交
衆

を
提
出
し
た
者
は
山
内
僧
侶
と
し
て
の
立
場
が
保
証
さ

れ
、
学
侶
と
し
て
の
論
議
を
学
ぶ
た
め
に
師
僧
か
ら
お

大
師
さ
ま
の
著
作
で
あ
る
十じ

ゅ
っ

巻か
ん

帖じ
ょ
う

の
素
読
を
教
え
ら
れ

た
の
で
す
。
明
治
の
終
わ
り
ご
ろ
ま
で
は
、
師
僧
か
ら

学
ん
だ
論
議
こ
と
ば
を
ひ
っ
さ
げ
て
、
寳ほ

う

門も
ん

（
寳
性
院

を
本
拠
地
と
し
た
学
派
）
は
正
智
院
、
寿じ

ゅ

門も
ん

（
無
量
寿

院
を
本
拠
地
と
し
た
学
派
）
は
龍
光
院
で
毎
月
合
同
の

稽
古
が
行
わ
れ
、
若
い
僧
侶
が
研
鑽
を
積
ん
だ
と
い
い

ま
す
。
こ
の
稽
古
に
通
い
、内な

い

打た

集し
つ

と
い
う
講
讃
を
通
っ

て
初
め
て
勧
学
会
を
競け

い

望も
う

す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

競
望
を
提
出
し
、
そ
の
年
の
学
頭
か
ら
許
可
を
得
た
者

を
、
新し

ん
じ
ゅ
う衆と

呼
び
ま

し
た
。
現
在
で
は
、

こ
う
し
た
稽
古
は
行

わ
れ
な
く
な
り
ま
し

た
が
、
高
野
山
の
僧

侶
と
し
て
の
登
竜
門

と
し
て
今
な
お
多
く

の
僧
侶
が
競
望
を
提

出
し
、
勧
学
会
を
受

け
て
い
ま
す
。

　

晴
れ
て
新
衆
と

な
っ
た
僧
侶
は
、
ま

ず
初
夏
の
こ
ろ
に
弟で

子し

見み

と
い
う
儀
式
を

行
い
、
学
頭
と
正
式
に
師
弟
関
係
を
結
び
、
お
披
露
目

を
し
ま
す
。
そ
し
て
、
秋
に
行
わ
れ
る
勧
学
会
の
本ほ

ん

会ね

（
本
番
）
に
向
け
て
師
僧
に
論
議
こ
と
ば
を
習
い
練
習
に

励
み
ま
す
。

　

夏
の
暑
さ
厳
し
い
旧
暦
六
月
九
日
、
金
剛
峯
寺
で
は

新
衆
が
初
め
て
特
訓
し
た
講
讃
を
披
露
す
る
晴
れ
舞
台
、

内
談
義
が
行
わ
れ
ま
す
。

　

秋
に
さ
し
か
か
る
旧
暦
八
月
一
日
、
本
格
的
な
勧
学

会
の
シ
ー
ズ
ン
を
迎
え
ま
す
。
新
衆
は
ま
ず
勧
学
院
で

一
巡
問
講
を
行
い
、
そ
の
足
で
学
頭
一
臈
の
寺
院
へ
お

も
む
き
、
本
番
へ
向
け
て
の
練
習
・
十
日
廻
し
を
行
い

ま
す
。
十
日
に
渡
る
稽
古
を
行
っ
た
後
は
、二
年
目
（
前

年
度
の
新
衆
）
と
三
年
目
（
二
年
目
終
了
か
ら
十
年
ほ

ど
お
い
た
者
）
が
加
わ
り
、
場
所
を
金
剛
峯
寺
に
移
し

て
の
二
日
廻
し
が
行
わ
れ
ま
す
。
こ
こ
で
今
年
の
勧
学

会
の
職
衆
が
全
員
出
揃
い
、
勧
学
院
で
厳
修
さ
れ
る
本

会
に
む
け
て
の
真
剣
に
練
習
に
臨
む
の
で
す
。
そ
し
て
、

二
日
廻
し
の
後
二
日
間
、
籠
も
り
を
し
て
心
身
を
引
き

締
め
、
い
よ
い
よ
本
会
を
迎
え
ま
す
。　

　

朝
六
時
、
ま
だ
薄
暗
い
勧
学
院
に
、
縮
緬
帽
子
を
深

く
被
り
顔
を
隠
し
た
職
衆
が
入
堂
し
て
ゆ
き
ま
す
。
白

い
麻
衣
を
纏
っ
た
新
衆
は
、
こ
の
日
の
た
め
に
研
鑽
を

積
ん
で
き
た
の
で
す
。
明
け
方
の
空
が
蓮
池
に
映
る
頃
、

新
衆
の
朗
々
と
し
た
問
答
の
声
が
壇
上
伽
藍
に
響
き
渡

り
ま
す
。

　
【
問
い
合
わ
せ
】

　
　

高
野
山
真
言
宗　

総
本
山　

金
剛
峯
寺

☎
０
７
３
６
︱
56
︱
２
０
１
１

金剛峯寺
通 　信

勧か
ん

学が
く

会え

に
つ
い
て
□2



あなたが撮影したとっておきの写真を大募集!

高野山伝統産業展

地域おこし協力隊事業（高野ブランド創出事業）として、寺院の歴史と共に高野山に発展した、さまざ

まな伝統産業を一堂に会した産業展を開催します。

この産業展では、職人さんの想いのこもった作品の展示だけではなく、作業の実演やワークショップ、ギャ

ラリートークなどを企画しております。

またこのイベントでは、『高野山』を切り取った写真展も同時開催し

ます。この機会に、高野山の魅力を紹介する＂あなただけのとっておき

の一枚＂を出品してみませんか。

伝統産業展の企画のひとつである写真展の作品を募集します。
高野山の風景、文化、食など、高野山をイメージしたものを撮影した作品ならどのようなもので
も出展できますので、ぜひご応募ください。優秀作品には、素敵な賞品も…。

【問い合わせ・申込み】和歌山県伊都郡高野町高野山45－29
こうや暮らしの情報センター内　「お大師さまの息」写真展事務局

　☎080－1489－0449　☎0736－56－9001（産業観光課　地域振興係）
mail：kukainoiki@gmail.com

「弘法大師空海 お大師さまの息」を開催します！

【応募方法】※応募者多数の場合は、事務局で抽選により決定させていただきます
応募用紙または下記アドレスまで、次のことを明記してお送りください。
　1．氏名　2．住所　3．電話番号　4．メールアドレス　　
　5．写真のタイトルと簡単な説明
◆テ ー マ：高野山がテーマの写真であれば何でもＯＫ
◆サ イ ズ：6 切～ワイド 4 切　
◆枚　　数：1 人 2 点以内
◆カ ラ ー：カラーでもモノクロでも可
◆様　　式：スチールの額に入れて吊り下げられる状態にしてください
◆応募期間：9 月 1 日（金）～ 10 月 31 日（火）
◆出 展 料：1 人 500 円

【開催日時】平成29年11月11日（土）～19日（日）

9：00～ 17：00

※�初日（11日）は12時開場、最終日（19日）は13時に終了します。）

【開催場所】高野山ギャラリー（元中門作業館）

【入場料】無料

【宝来づくり体験ワークショップ】

【展示（イメージ）】

平成29年9月22日  第39号  (4)高　　KOYA　　野



今年度で 4回目を迎える「高野町行政報告会」を 10月から 12月にかけて町内 15カ所で開
催いたします。
行政報告会は、町民の皆さまと町長との対話を通し、皆さまの声の届く行政を推進するため
に開催するものです。
事前申し込みは不要となりますので、皆さまのご参加をお待ちしております。
開催日時等については、開催地区に回覧でお知らせいたします。

【問い合わせ】　企画公室　☎ 0736－56－2932

平成29年度高野町行政報告会開催のお知らせについて

【問い合わせ】生活環境課　環境衛生係　☎ 0736－56－376０

◎この事業には、高野町に頂いた「ふるさと納税」を活用しています。
ごみ袋無料引換え券の交換期限が迫っています！

ごみ袋無料引換え券の交換はお済で
しょうか？
引換え期間を過ぎると交換ができま
せん。平成 29 年 10 月 31 日までに
交換してください。
※�まだ引換えをされていない方は、取
扱店舗にて、お忘れなくお早めに交
換をお願いいたします。

(5) 第39号 平成29年9月22日高　　KOYA　　野

この度、地域団体等のイベントや活動内容を紹介し、地域活性化や情報交換の場とする目的で、
高野町ホームページで紹介するコーナーを設置しました。
掲載ご希望の方は企画公室までお問い合わせください。

【問い合わせ】企画公室　企画広報係　☎ 0736－56－2932

高野町ホームページ「町民広場」への掲載について

（利用条件）
1．高野町内に活動拠点がある。
2．�地域活動の活性化に資する目的を
有する。

3．�政治、宗教、営利を目的としてい
ない。

4．�違法、善良な風俗を害するおそれ
がない。

5．個人的活動の宣伝目的でない。
6．上記以外で町長が認めたもの。

（ご利用方法）

1．��役場企画公室にご連絡いただき、必要事項にご記入の
上依頼書等を提出。

2．��許可書等の発行はいたしません。掲載できないときに
限りご連絡します。
■�随時受付いたしますが、掲載方法などは高野町に一任してい
ただきます。
■�イベントが終了したものや掲載後にご利用条件に反している
と判断したときは許可なく削除します。
■�公式フェイスブックや公式インスタグラムに掲載する場合が
あります。



『世界遺産「高野山・熊野」聖地巡礼バス』は、平成 29年 4月 1日（土）【運行終了日：11月 30 日（土）】より高
野山駅前～本宮大社前を毎日運行しています。おかげさまで 8月末日現在、約 2,000 名のお客様にご利用・ご予
約をいただいています。
秋の聖地巡礼バスの目玉企画として、紀州材製御朱印帳を先着 1,000 名様にプレゼントします。この機会に『世
界遺産「高野山・熊野」聖地巡礼バス』で、女性を中心に人気の高まる御朱印巡りをお楽しみください。

1．配布開始日
　　平成 29年 10月 1日（日）～先着 1,000 名様（無くなり次第終了）　
　　※ 10月 1日（日）より乗車されるお客様から配布させていただきます。
2．対象条件
　◦旅行会社発行の聖地巡礼バスクーポンをお持ちのお客様
　◦ネット予約で決済のお客様　※運賃が 5,000 円の区間に限ります。
　　　（高野山駅前・千手院橋・奥之院前～渡瀬温泉・湯峰温泉・川湯温泉・本宮大社前）
3．引換方法　�旅行会社発行の聖地巡礼バスクーポンまたはネット予約のメール

乗車票を御朱印帳引換箇所でご呈示ください。
4．御朱印帳配布箇所　�南海りんかんバス高野山駅前営業所、高野山宿坊協会、

田辺市世界遺産熊野本宮館、田辺市観光センター
5．紀州材製御朱印帳（イメージ）

【問い合わせ】　JR 西日本和歌山支社営業課　☎ 073－425－6105　山本・大久保 

【問い合わせ】　JR 西日本和歌山支社営業課　☎ 073－425－6105　山本・大久保 

『世界遺産「高野山・熊野」聖地巡礼バス』
紀州材製御朱印帳プレゼントキャンペーンについて

＜首都圏女性との交流プログラムを実施します！＞
伊都地域の男性を対象に、結婚や未来について考える「若者ライフデザインセミナー」と、地方に興味のある首
都圏などから参加する独身女性との交流を図る「体験交流ツアー」を行います。

【申込・問い合わせ】産業観光課 地域振興係
TEL.0736－56－9001
FAX.0736－56－9102

Mail:koyamachi@town.koya.wakayama.jp

ミライカレッジ高野山麓
平成29年9月22日  第39号  (6)高　　KOYA　　野

◆若者ライフデザインセミナー
「男塾」仕事でもプライベートでも選ばれる男の心技体を学ぼう！
○講師　吉村 みか　（婚活ジェンヌとして活躍中の人気講師）
○会費　無料
○対象　25～ 45歳で、高野町在住の独身男性
○開催場所
＜かつらぎ会場＞
　日時　平成 29年 11月 22日（水）19:00 〜 21:30
　場所　かつらぎ町総合文化会館（かつらぎ町丁ノ町 2454）
＜橋本会場＞
　日時　平成 29年 11月 23日（祝・木）13:00 〜 16:00
　場所　橋本市保健福祉センター（橋本市東家１丁目 3− 1）
〇申込みについて
　　　�①氏名②住所③連絡先電話番号④どちらの会場に出席かを

FAXかメールにてお申込みください

◆体験交流ツアー
○日程　平成29年12月2～3日（一泊二日）
　　　　詳細は11月広報でお知らせします。
　　　　※�ライフデザインセミナーの参加者が

優先となります。

◯ミライカレッジの取り組みについては
　　ミライカレッジ　で検索！



【問い合わせ】世界遺産高野参詣道トレッキング実行委員会（伊都振興局企画産業課内）　☎0736－33－4909

高野参詣道（黒河道、京大坂道不動坂、三谷坂、女人道）の世界遺産追加登録 1周年を記念して、10 月・
11月に町石道を含む 5つの参詣道でイベントを開催します。
イベント参加回数により、素敵なプレゼントを用意していますので、是非この機会に、色づく山々を楽しみ
ながら世界遺産を感じてみませんか。

※申込方法・その他イベントの詳細はＨＰ「高野・山麓いと楽し」の新着情報をご覧ください。

世界遺産追加登録
1周年記念 ～秋シリーズ～高野参詣道トレッキング

①�高野七口女人道と
　高野七弁天巡り

開 催 日：10月22日（日）
受付時間：8：30～9：30（随時スタート）
集合場所：高野町役場
参 加 費：500円（記念品付）
申　　込：10月8日（日）締切又は
　　　　　当日申込

①女人道コース
　約9㎞、約3.5時間、一般向け
②高野七弁天巡りコース
　約4㎞、約2時間、一般向け
③女人道七口と高野七弁天　
　コース
　約12㎞、約5時間、健脚向け

【問い合わせ】
高野七口女人道巡り
実行委員会
（高野町教育委員会内）
TEL：0736-56-2076
FAX：0736-56-4831

②世界遺産不動坂
　�第3回槙尾道
　ハイキング

開 催 日：10月29日（日）
受付時間：9：30～10：30（随時スタート）
集合場所：女人堂
参 加 費：500円（記念品付）
申　　込：不要

約９㎞、約3時間、一般向け

【問い合わせ】 椎出区
TEL：090-2179-0825
（山下 9：00～ 17：00）
TEL：090-5905-9526
（前滝 9：00～ 17：00）

③語り部と歩く
　第4回世界遺産
　高野山町石道
　ウォーク

開 催 日：11月5日（日）
受付時間：6：30～7：40（随時スタート）
集合場所：九度山町役場
参 加 費：2,000円（記念品付）
申　　込：10月15日（日）締切

約20㎞、約7時間、一般向け

【問い合わせ】
世界遺産高野山町石道
ウォーク実行委員会
TEL：0736－43－1001

④�第2回高野参詣道
　「黒河道」世界遺産
　トレッキング

開 催 日：11月19日（日）
受付時間：7：00～7：30
集合場所：JR・南海橋本駅
参 加 費：①1,000円（記念品付）
　　　　　②500円（記念品付）
申　　込：10月27日（金）締切

①やどり温泉コース
　約13㎞、約6時間、一般向け
②奥之院御供所雑事のぼり　
　コース
　約19㎞、約8時間、健脚向け

【問い合わせ】
高野参詣道黒河道
トレッキング
実行委員会
（橋本市役所内）
TEL：0736-33-6106

⑤世界遺産三谷坂
　実りの秋ウォーク

開 催 日：11月25日（土）
受付時間：8：00～9：30（随時スタート）
集合場所：JR和歌山線妙寺駅
参 加 費：500円（記念品付）
申　　込：不要

約7㎞、約3時間、一般向け

【問い合わせ】
かつらぎ町観光協会
（かつらぎ町役場内）
TEL：0736-22-0300

(7) 第39号 平成29年9月22日高　　KOYA　　野

高野・山麓いと楽し クリック！

高野町中央公民館　図書室　担当：白濵早苗　☎0736－56－2076
※図書の貸し出しはお一人5冊まで、期間は2週間です。

◦�図書の購入リクエストを受付けております。図書室に入れてほしい本がございましたら
お申込みください。
◦�図書室を通じて県立図書館の本を取り寄せることができます。詳しくは係員におたずね
ください。（到着には日数がかかりますので、予めご了承ください。）

お知らせ

10月28日（土） �14:00 より、高野町「まちかどサロン～縁
え ん

～」でボランティアの方
による『よみきかせの会』を開催します。幼児から小学生向けですが、
大人の方にもお楽しみいただけます。事前の申し込みは不要ですの
で、お気軽にお越しください。

イベントの
お知らせ

中央公民館



平成29年9月22日  第39号  (8)高　　KOYA　　野

TOPICS   11～12月

第3回　
サンわく学

弘法大師 空海を縁に
善通寺市中学生と交流

第4回 サンわく学

7月31日8月3日、4
日

8月4日

7 月 31 日（月）、まちかど
サロン～縁～で「手作りカラ
フルテープバッグ体験」を開催しました。空き箱
を土台にして、養生テープを貼っていきます。子
どもたちは、指にテープがくっ付き悪戦苦闘して
いましたが、カラフルなかわいいバッグが出来上
がり大変楽しい時間を過ごしました。

8月 3 日、4日に高野山中学校の 1年生 15 名が
歴史友好都市香川県善通寺市を訪れ、善通寺市東中
学校、西中学校の 1年生 30名と交流しました。
3日は王墓山、宮ヶ尾古墳や満濃池を見学した後、
東中学校の茶華道部員による抹茶と茶菓子のおもて
なしを受け、総本山善通寺に宿泊しました。
4日はうどん打ち体験や金刀比羅宮への参拝を行
い、緊張しながらもとても良い交流ができました。

　8月4日（金）、「南山苑納涼大会」に参加しました。
子ども達は、たこ焼き・焼きそばの屋台で青の
りをふったり、パックに入れたりして一生懸命お
手伝いしました。
自由時間では金魚すくいや輪投げをしたり楽し
い時間を過ごしました。南山苑の皆さん、各団体
の皆さんありがとうございました。



(9) 第39号 平成29年9月22日高　　KOYA　　野

「カラオケ祭りin高野山」の
開催について

開催日：10月 22日（日）
　　　　開場 12:30　開演 13:00
場　所：高野山大学　松下講堂黎明館
チケット代：1,000 円
お陰様で高野町から約60名、他府県から約50名が出場します。

　たくさんの景品をご提供いただきありがとうございました。

皆様のお越しをお待ちしています。

【問い合わせ】クラブ歌の輪　中西　☎080－3134－2609

第5回 サンわく学

高野町防災教育講演会

8月19日

8月21日

8月19日（土）、中央公民館でエコランドいと・
はしもとの指導のもと「エコキャンドルづくり」
を開催しました。カップに好きな色のクレヨン
と加熱した廃油（食用油）を入れかき混ぜます。
子ども達はやけどをしないように気をつけなが
ら、カラフルなキャンドルを作りました。

平成 29 年 8 月 21 日（月）、高野山中学校体育館
において、高野町防災教育講演会を開催し、講師
に東北大学　特任教授　齋藤 幸男先生をお迎えし、
「震災を語り継ぐ～いのちをつなぐ教育～」の演題
でご講演いただきました。
講演会には、町内小・中学生、保護者、教職員と

町民の方など 82名の方々に参加していただきまし
た。
齋藤先生は、東日本大震災発生当時、石

いしのまき

巻西高校
の教頭として、避難所及び学校運営の先頭に立って、
体育館が遺体の仮安置所として使用されたことや生
徒の心のケアと学校再開に向けた取り組みなどを懸
命にされていました。
又、同校校長に就任されてからも学校を中心とし

た地域の復興支援等にご尽力されるなど、実体験に
基づいた体験や経験をわかりやすくお話していただ

きました。
講演会場には、齋藤
先生が在職中に文化祭
で全校生徒が製作した
肖像画のモザイクアー
トを持参し、見せてい
ただきました。
講演会終了後に高野山中学校の先生の呼びかけ
で、高野町の防災体制等について意見交換会を行い、
充実した講演会となりました。



幼虫が排出した
フラス

【問い合わせ】伊都振興局農林水産部農業水産振興課　�☎ 0736－33－4930
和歌山県農作物病害虫防除所　� ☎ 0736－73－2274
県庁自然環境室　� ☎ 073－441－2779
環境省近畿地方環境事務所　� ☎ 06－4792－0706

成虫
（体長は 28 ～ 37 ㎜。
光沢があり黒色で胸部
（首部）が赤い）

浄化槽は定期的な点検・清掃等を行わなければ、トイ

レや台所の排水が直接河川に流出し、水質汚濁の原因と

なり大切な河川を汚してしまいます。浄化槽が常に良好

な状態に保たれるよう、適正な維持管理をしましょう。

浄化槽は点検・清掃・水質検査を行うことが「浄化槽

法」で義務付けられています。

○点検…………3回／年
　運転状況の確認や消毒剤の補充を行います。

○清掃…………1回／年
　たまった汚泥などを掃除します。

○水質検査……1回／年
　浄化槽が正常に機能しているか確認します。

「クビアカツヤカミキリ」の侵入に注意!

浄化槽を（個人で）管理されている皆さまへ

クビアカツヤカミキリは、サクラ、モモ、ウメ、スモモ等を加害する外来の害虫です。
平成 29年 8月 2日現在、愛知県、埼玉県、栃木県、群馬県、東京都、徳島県、大阪府で発生が確認され、和歌
山県内でも成虫が捕獲されました。
幼虫は樹木内部を食い荒らすため、多発地ではサクラ、モモ、ウメ等の枯死が発生し、加害が進むことで、落枝
や倒木等による人的被害の発生が懸念されるとともに、発生地から果樹園や生物多様性保全上必要な地域等に侵入
することでの、農作物や生態系に被害が拡大されることも懸念されています。
お近くの公園や街路樹、モモ、ウメ、スモモ、サクラ等で写真のような成虫や大量のフラス（木屑と虫糞が混じっ
たもの）を確認した場合は、下記までご連絡お願いします。

平成29年9月22日  第39号  (10)高　　KOYA　　野

【問い合わせ】　生活環境課　下水道係　☎ 0736－56－3760



◎行政相談とは
　�　役所並びに独立行政法人及び特殊法人などの仕事に
ついての苦情や意見・要望を受け、公平・中立な第三
者的立場から関係機関に必要なあっせんを行ない、そ
の解決を促進するとともに、国民の声を行政運営の改
善に役立てるものです。
◎相談内容は
　�　国の仕事、独立行政法人の仕事、NTTや公庫・公団・
事業団といった特殊法人の仕事、県・市町村が国から
委任されている仕事や国の補助金を受けて行なってい
る仕事についてです。
　�　例えば、年金、医療保険、老人保健・福祉、雇用保険、
労災保険、登記事務、道路、郵便、国の窓口等におけ
る行政サービスなどがあります。
◎行政相談委員とは
　�　総務大臣が法律に基づいて民間有識者の中から委嘱

しているボランティアです。年間約 9万件に及ぶ相談
を受け付け、助言や関係行政機関に対する通知等を行
なっています。
◎担当行政相談委員　　
　住　　所　　高野町高野山
　氏　　名　　中本　芳也（総務大臣委嘱）
　　　　　　　行政相談担当課　　高野町役場　総務課
◎定例相談所開設日（毎月第 1金曜日）
　　　開設場所　高野町役場 1階住民ホール
　　　開設時間　10：00〜 12：00
　☆平成 29年度行政相談週間
　　　　平成29年10月16日（月）～10月22日（日）です。
◎巡回相談所開設
　　　開設場所　高野山会館　談話室
　　　開設時間　10：00～ 12：00
　　　開 設 日　10月18日（水）

高野町では、毎月第 1金曜日に行政相談委員による行政相談所を開設しています。
相談は無料で秘密は固く守られますので、お気軽にご利用下さい。

　日　　時：10月10日（火）　13：00～16：00まで
　場　　所：高野町役場　住民ホール
　相談内容：消費生活に関する心配事や悩み事、クーリングオフ、訪問販売、　　　　　　　　
　　　　　　悪質リフォームなど
　　　　　　　※専門の相談員が対応します。電話での相談も受付けます。

　
　　　　　　　高野町相談会の日以外も対応します。
　紹　　介：和歌山県消費生活センター（和歌山ビッグ愛8F）　☎ 073－433－1551

【問い合わせ】総務課　消費生活相談係　☎ 0736－56－3000

10月の消費生活相談会のお知らせ

相談は無料で秘密は厳守します
毎月第 2 火曜日に開催しています
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【問い合わせ】総務課　窓口係　☎56－3000

記
相談開設日　平成29年10月2日（月）　13：00〜15：00
相 談 場 所　高野町役場　2階小会議室

人権特設相談について
人権擁護委員による相談所を下記のとおり開設いたします。
日常生活において心配事・悩み事等がありましたらお気軽にご相談にお越し下さい。
相談は、無料で秘密は厳守します。

※次回の人権特設相談所開設予定日
平成29年12月4日（月）です。

【問い合わせ】　総務課　庶務係　☎ 0736－56－3000

毎月第1金曜日は行政相談所開設の日です。
行政相談所の開設について
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和歌山県よろず支援拠点では、県内の中小企業・小規模事業者の方々の売上拡大･資金繰り･創業な

どの経営上の様々なご相談に応じております。

昨年からよろず支援拠点では各コーディネーターの経験・知見を活かした様々な講座をスタートし、

ご好評をいただいております。この和歌山市内で行っております講座を皆様の街に出張して『出前講座』

を開催いたします。

支援機関の皆様、事業所の皆様、是非ご活用ください。

講座例：「売上を上げる「もてなし力」とは」～お客様の心をつかむ方法～

　　　：「創業するときに役立つ資金計画＆資金調達」　等

　　　　　詳しくは「和歌山県よろず支援拠点ホームページ→出前講座」をご覧ください。

開催条件：参加人数3名以上〈詳細はご相談ください〉

【申込・問い合わせ】　（公財）わかやま産業振興財団　よろず支援拠点　☎ 073－433－3100

和歌山県よろず支援拠点は皆様の街で『出前講座』を開催

弁護士による無料法律相談のご案内

被害者支援無料相談

弁護士による無料法律相談を実施いたします。
今まで、弁護士にご相談なさったことがない方も、この機会に 1度ご相談なさってはいかがでしょうか。
日ごろ疑問に思っておられること等、どんな些細なことでも結構ですので、お気軽にご相談にお越しく
ださい。

○日　　時：10月 18日（水）13：00～ 16：00
○場　　所：高野山会館　談話室
○相 談 枠： 6 名（1名につき 30分）
○申込期間：10月 2日（月）～ 10月 13日（金）
○主　　催：近畿弁護士会連合会

～弁護士・臨床心理士・センター相談が対応します。〜
○日時・場所　　10月 21日（土）橋本市教育文化会館　10：00～ 16：00

　相談電話　　　☎ 0736－39－7201（当日のみ）

○相談内容　　　犯罪や交通事故などの被害者やそのご家族からの相談に応じます。

　　　　　　　　（相談は無料で、秘密は厳守されます。）

○面接相談　　　できるだけ事前にご予約ください。

　　　　　　　　月～金　10：00～ 16：00

※�事前予約制となりますので、相談枠が埋まり次第、
受付を終了させていただきます。
※当日のお申し込みはご遠慮下さい。
※�事前予約が無い場合、中止となりますのでご承知
下さい。

【問い合わせ】公益社団法人　紀の国被害者支援センター　☎073－427－1000

【申込み・問い合わせ】総務課　庶務係　☎0736－56－3000



○募 集 人 員　Ａ　一般事務職　1名
　　　　　　　Ｂ　一般事務職（社会人経験者）1名
○採用予定日　平成 30年 4月 1日
○受 験 資 格　�Ａ：�昭和 57 年 4月 2日以降に生ま

れた人で、学校教育法による大
学（短期大学を除く）を卒業し
た人（平成 30 年 3 月卒業見込
みの人を含む。）

　　　　　　　Ｂ：�昭和 43 年 4 月 2 日から昭和
57 年 4 月 1日までに生まれた
人

○試 験 日　�第 1次試験
　　　　　　　Ａ　�11 月 19 日（日）　教養試験・

職場適応性検査　　
　　　　　　　Ｂ　�11 月 12 日（日）　教養試験・

職場適応性検査・作文試験　　
　　　　　　　　　�第 2 次試験　面接試験（個別）

第 1次試験合格者に別途通知
○受 付 期 間　10月2日（月）～10月16日（月）
　　　　　　　土曜日、日曜日、祝日を除く　
　　　　　　　8：30～17：15

○提 出 書 類　①職員採用試験申込書
　　　　　　　②受験票
　　　　　　　③職務経験申告書（Ｂのみ）
　　　　　　　④��封筒 2 通（受験票返送用・結果

通知用）長形3号封筒に郵便番号、
住所、氏名（敬称「様」）を明記し、
82円切手を貼付。

　　　　　　　※�①②③は、組合事務局又は組合
ホームページから入手できます。
提出書類は一切返却しません。

○提出方法　①事務局へ直接持参
　　　　　　②郵送（10月 16日消印有効）
　　　　　　※�角型 2 号封筒に「職員採用試験申

込書」と朱書きし、簡易書留郵便で
郵送してください。

【提出先・問い合わせ】
橋本周辺広域市町村圏組合事務局
〒 648-0073　橋本市市脇一丁目1－6　
JA紀北川上農協橋本支店 3階
☎︎ 0736－32－7121
http://www.hashimoto-kouiki.jp

橋本周辺広域市町村圏組合職員募集
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当協議会では、毎年、無料で講習会を開催しており、誰でもご参加いただけます。どちらも簡単で、
分かりやすく、実践しやすい内容となっておりますので、下記連絡先まで多数の申し込みをお待ちし
ております。

◯運動習慣定着事業
　≪かつらぎ町やすらぎ対策課と共催≫
日　　時：平成29年11月17日（金）

13:30～15:00
定　　員：80名
申込締切：11月10日（金）
場　　所：�かつらぎ町保健福祉センター

3階研修フロア
　　　　　（かつらぎ町丁ノ町2160）
内　　容：�「心と身体のリフレッシュ、みんな笑

顔に」　
視力向上ヨガ協会　和歌山支部支部長

高野　宏恵　先生

◯メンタルヘルスセミナー
　≪橋本市健康課と共催≫　
日　　時：平成29年12月11日（月）

13:30～15:00
定　　員：100名
申込締切：12月1日（金）
場　　所：�橋本市保健福祉センター
　　　　　3階多目的ホール

（橋本市東家一丁目3番1号）
内　　容：�「メンタルヘルス（笑いと健康）につ

いて」　
日本笑い学会理事、NPO法人お笑い研究会理事長
ユーモアコンサルタント　矢野　宗宏　先生

【問い合わせ】　橋本保健所　保健福祉課　TEL：0736－42－5440　FAX：0736－42－0886

メンタルヘルスセミナー・運動習慣定着事業のご案内平成29年度
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（サポステきのかわは厚生労働省の委託事業です）
橋本市市脇1-1-6　ＪＡ橋本支店ビル2Ｆ

TEL：0736-33-2900　FAX：0736-33-2910

若者サポートステーションきのかわ

適職診断セミナーを開催します！！
サポステきのかわでは、高野町出張相談会にて適職診断セミナーを開催します。

【問い合わせ】  高野町地域包括支援センター（高野町役場内）　☎0120-814180（フリーダイヤル）
☎0736－56－2933

○�高野町役場にて相談を随時受け付けています。誰に相談すれ
ばいいか分からない高齢者の問題や、ちょっとした疑問など
なんでもかまいません。ご相談のある方は、高野町役場にお
越しいただくか、もしくは電話にておたずねください。
○�高野町地域包括支援センター専用のフリーダイヤルができま
した。固定電話・携帯電話・IP 電話・公衆電話どれでも通
話可能です。お気軽にお問い合わせください。

～こんな場合は地域包括支援センターへ～
◦介護保険のサービスを利用したい
　（ヘルパー・デイサービスなど）
◦最近物忘れが激しい家族がいる
◦家族の介護に疲れた
◦�近所に住むお年寄りが家族から虐待を受けて
いる様子がある　などなど

高野町地域包括支援センターよりお知らせ

自分には、どんな仕事が向いているんだろう…
就活って何をすればいいのかわからない…
転職したほうがいいのかな…

日　時：月曜日～金曜日  （祝日・年末年始・警報発令時はお休みします）
　　　　9：00～14：00　　※申し込みは不要です　※時間内の出入りは自由です
場　所：子育て支援センター（高野町保健福祉センター内）
持ち物：水筒、タオル、着替え
お願い：子育て支援センター内での事故やケガにつきましては保護者の方の責任でお願いします。

【問い合わせ】子育て支援センター　☎0736－56－3938

3日（火）
散　歩

10：00～11：00

7日（土）
こども園

運動会参加
10：00～11：00

11日（水）
園庭遊び
10：00～11：00

13日（金）
場所移動
10：00～11：00

17日（火）
リズム体操
10：00～11：00

19日（木）
制　作

10：00～11：00

24日（火）
ハロウィン
お楽しみ会
10：00～11：00

31日（火）
みんなの集い
10：00～11：00

10 月 の 予 定

職業興味検査で、適職を診断！
就労に向けての相談も受け付けています。
ぜひ、ご参加ください。（15才～39才までの方）

ご予約の方は、下記連絡先、または
高野町福祉課（TEL：0736-56-3000）
までお電話下さい。
高野町出張相談についても、お気軽
にお問い合わせください。

【日時】10月20日（金）　13：00〜 16：00

　　　11月17日（金）　13：00〜 16：00

【場所】高野町まちかどサロン～縁～

        　　　　　　 ( 高野町高野山 388-6)



10月の健康づくり便り

こどもの健康づくり

健
康
診
査
・
相
談

乳幼児健診の対象児 健康相談の対象児 実施日／会　場

4ヶ月児

6ヶ月児

10ヶ月児

1歳6ヶ月児

3歳6ヶ月児

Ｈ29年 6月生れ

Ｈ29年 4月生れ

Ｈ28年12月生れ

Ｈ28年 2月生れ

Ｈ26年 2月生れ

4ヶ月児
6ヶ月児

10ヶ月児
1歳6ヶ月児
2歳6ヶ月児
3歳6ヶ月児

Ｈ29年 7月生れ
Ｈ29年 5月生れ
Ｈ29年 1月生れ
Ｈ28年 3月生れ
Ｈ27年 3月生れ
Ｈ26年 3月生れ

31日（火）
高野町保健福祉センター
○健康相談 10：00 ～ 11：00 

(4,6,10ヶ月児)
※�上記以外の対象児は、各戸日程

相談のうえ実施。 　　　
○乳幼児健診 13：30 ～ 14：00

 大人の健康づくり

健

康

相

談

会　場　名 実　施　日　時 備　　考

桜茶屋（秋月様宅） 4日（水） 12：30～ 13：00

西郷集会所 4日（水） 13：15～ 13：45

高根集会所 5日（木） 10：00～ 10：30 理学療法士が同行します。

高野山多目的集会所 5日（木） 14：00～ 15：00 理学療法士が同行します。

杖ヶ藪　龍福寺 5日（木） 15：30～ 16：00 理学療法士が同行します。

西細川多目的集会所 10日（火） 9：30～ 10：00

東細川集会所 10日（火） 10：30～ 11：00

大滝集会所 11日（水） 14：00～ 14：30

湯川集会所 18日（水） 10：00～ 10：30

相ノ浦集会所 20日（金） 10：00～ 10：30

神谷多目的集会所 23日（月） 10：00～ 10：30 10：30 ～生活リハビリ（500 円）

下筒香集会所 24日（火） 9：30～ 10：00

上筒香集会所 24日（火） 10：20～ 10：50

（旧）筒香小学校 24日（火） 11：00～ 11：30

中の橋老人憩いの家 25日（水） 13：30～ 15：00

※保健師による相談と簡単な健康チェック（血圧測定、検尿等）を行います。

【問い合わせ】福祉保健課　健康づくり係（保健師）☎0736－56－2933
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◆人口 3,160人（前月比－４）　男 1,528人／女 1,6342人　世帯 1,701戸（前月比－ 1）
◆出生　0 人　　◆死亡　1 人　　◆転入　6 人　　　◆転出　9 人

高野町の人口
（8月末日現在）

10月19日木
医療機関では、輸血の安全性や効果から 400ml献血の需要が高まっています。200ml献血に
つきましては、需要状況によりご遠慮いただくことがありますのでご了承ください。

献血にご協力をお願いします！　
大人の健康づくり

10：00～ 12：00　金剛峯寺前駐車場
13：30～ 16：00　高野山高校



高野町企画公室／〒 648-0281 高野町大字高野山 636 番地
TEL：0736-56-3000（代表）　FAX：0736-56-4745

発行・編集

皆さんスポーツするのは好きですか？嫌いですか？
活動しやすい季節になりました。野外活動の機会もあろうかと思
いますが、スポーツに対するイメージはどのようなものでしょう
か？私たちが考える運動は、心拍数が上がる激しい運動だけでな
く、散歩などのウォーキングや階段昇降など、日常生活の中で続け
られるものも含んでいます。「動物である人間は、体の様々な機能
が適度に動くことで調節されるようにできている。動かないと体は退化し、がんなどを引き起こす活性酸素も上昇
する。また、筋肉は何もしないと 70歳代で 20歳代の半分に落ちるが、年齢にかかわらず適度な筋力トレーニン
グで筋力はアップする。」と筑波大久野教授がおっしゃっていました。普段の生活の中で洗濯物を何度にも分けて
干しに出る、階段の昇降回数を増やす、ちょっと近所へはできるだけ歩く等、意識してこまめに体を動かしましょう。
高野町も、8月1日からウォーキングポイントの登録を受け付けています。「歩くことは健康の第一歩」身近なスポー
ツ始めてみませんか？
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高野町長　平野 嘉也

【問い合わせ】福祉保健課　健康づくり係　保健師 　☎0736－56－２９３3

10 月号のメッセージ
この号が届くころには 9月議会も終了し、前年度の決算も確定し、それぞれの課や室は平成
30 年度への動きがボチボチ始まるころではと思います。財政規模では和歌山県内でも小さい高
野町ですが、今後必須課題となるであろう公共施設等の整理・整備に着手していくために、予算
の増大が予想されますので、今はしっかり健全な財政で進めております。
9月に入り、来年度事業の一つ「高野町町制施行 90 周年及び富貴村合併 60 周年」や平成 31

年度から平成 40 年度までの「第 4次高野町長期総合計画」（以下、長計）策定のための会議等が本格的に始まりま
した。第 3次の長計は、平成 21 年度からの 10 年間の計画でしたが、人口推移等では非常に大きな課題を突き付け
られているのが現状です。
なぜか？都会から離れているから？物価？住居？それに対する課題は多くありますが、高野町の人口規模のなか
で交流人口（参拝の方、観光客等）が非常に多いこの町での人口減少は、町のあらゆる社会基盤を揺るがす事態に
つながると考えられます。ソフト面での政策等をしっかり進め、社会的増減等に各方面としっかり協力し、取り組
まなければなりません。
来年度の町の周年事業もただのお祝い事、通過点とするのではなく、次の 100 周年への重要な取り組みであり、
方向性をしっかり見極めたメッセージを出さなくてはいけません。長計に関してもそうです。2034 年に迎える「弘
法大師御入定 1200 年御遠忌」に向けて、まちのあり方をしっかり考え取り組む正念場の 10 年であります。町とし
ても議会に対し、しっかり町の将来を考えた議論がなされるよう、これまで以上様々な案件を提案してまいりたく
思いますし、議会議員からも町への提案が出ることを切に願い期待しております。
また、10 月はこども園の第 1子からの無償化、管内小中学校卒業までの高野町版義務教育完全無償化と公共交通
機関（本町では主に南海電鉄、南海りんかんバス、有田鉄道バス等）が入っている路線に対して国の制度上コミュ
ニティーバスを運行することができないなか、80 歳以上の皆様に対して社会活動の範囲を広げる対策の実施を予定
しています。
９月議会が終了すれば平成 29 年度タウンミーティング（行政報告会）を開始いたします。今回で４回目になりま
すがよろしくお願いいたします。
最近の台風の動き、ゲリラ豪雨や秋雨前線など以前より注意をしなければならない自然現象が襲いかかってきて
いますので、日頃から準備をしていくことが大切となります。
高野は秋モード！食べ物が美味しい季節！皆様におかれましては季節の変わり目で気温の変動が大きい時期です。
体調を崩されませんようご自愛くださいませ。


